
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～島尻地区小・中連携による普及強化～ 

2016年 2月 25日(木曜日)     沖縄県バレーボール協会指導普及強化委員会情報    不定期版第 10号 

指導普及強化委員会は 

各加盟団体をサポートします。 

島尻地区小中合同大会を開催 

家族総出の応援会場は多くの観客でいっぱい 

 

小学生、中学生揃っての閉会式 

☆ 島尻地区指導普及強化の報告 ☆ 

２月 20 日～21 日（日）、南城市玉城総合体育館にて、

島尻地区小学生バレーボールお別れ大会と島尻地区中学

校１年生大会が同会場にて行われました。 

合同会場による取り組みは 1５年目を迎えました。始め

た当初は、小中とも中頭地区が県大会の上位を占め、中頭

地区に追いつくには「小中連携して選手を育てること」、

「指導者同士の交流が必要だ」というお互いの思いが一致

し、スタートしました。その結果、小中とも県大会で上位

進出するチームが増えるなど大きな成果を上げています。 

そして、大会会場は多くの観客が訪れ、会場全体が熱気

に包まれて、ワンプレーごとに保護者と選手が一体となり

大きな歓声が会場に響いていました。 

小学校、中学校の選手や指導者が同会場で顔を合わせる

ので、自然と会話や交流が生まれて、小中の情報交換の場

となっている。 

県協会指導普及強化委員  池田 武 

 

沖縄県バレーボール協会 

中学生と小学生がコートを隣にして試合を行いました。 

 

６年生の代表がお世話になった指導者へ、お礼の言葉 


